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シ
ベ
リ
ア
抑
留
生
活
の
思
い
出 

静
岡
県 

 

後 

藤 

光 

義 
 
 

  

昭
和
十
六(
一
九
四
一)

年
三
月
、
富
士
宮
市
富
士
根
尋

常
高
等
小
学
校 
高
等
科
二
年
卒
業 

 

昭
和
十
六
年
四
月
一
日
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
内

原
訓
練
所
へ
入
所
。
第
四
次
第
四
十
七
中
隊
第
四
小
隊
の

一
員
と
な
る
。
団
体
生
活
の
始
ま
り
で
す
。
三
カ
月
の
訓

練
が
終
り
伊
勢
神
宮
へ
参
拝
後
、
敦
賀
港
よ
り
船
出
す
る
。

清
津
港
へ
寄
り
羅
津
港
へ
上
陸
。
汽
車
に
乗
り
豆
満
江
を

渡
り
満
州
国
（
現
中
国
東
北
部
）
へ
入
る
。
延
吉
・
奉
天

（
瀋
陽
）
・
新
京
（
長
春
）
・
ハ
ル
ピ
ン
を
経
て
一
面
波
義

勇
隊
訓
練
所
に
入
る
。
時
七
月
六
日
で
あ
っ
た
。 

 

そ
の
後
九
月
五
日
、
国
境
の
黒
河
大
額
義
勇
隊
訓
練
所

へ
入
所
。
は
る
か
に
ソ
連
の
岩
山
の
見
え
る
所
で
三
カ
年

の
訓
練
が
終
り
、
昭
和
十
九
年
春
、
訓
練
所
よ
り
山
の
中

に
入
っ
た
。
阿
拉
浜
に
薪
と
泥
で
壁
を
作
り
、
草
屋
根
で

作
っ
た
家
を
作
り
、
龍
北
義
勇
隊
開
拓
団
と
名
付
け
荒
地

を
開
拓
し
た
。 

 

昭
和
二
十
年
五
月
二
十
二
日
、
現
役
兵
と
し
て
黒
河
省

璦
琿
県
山
神
府
の
野
戦
重
砲
二
百
六
十
九
部
隊
に
入
る
。

輓
馬
部
隊
で
馬
の
手
入
れ
が
大
変
だ
っ
た
。
六
月
末
、
師

団
で
チ
チ
ハ
ル
ま
で
行
軍
、
約
六
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
行

程
で
あ
っ
た
。
七
月
二
十
日
頃
、
部
隊
の
編
成
替
え
で
第

百
四
十
九
師
団
野
砲
第
百
四
十
九
連
隊
と
な
る
。
同
年
の

初
年
兵
が
大
勢
、
外
の
部
隊
へ
転
属
と
な
る
。 

 

八
月
九
日
、
ソ
連
軍
、
満
州
へ
進
攻
。
部
隊
も
三
回
、

空
爆
に
遭
う
が
大
し
た
損
害
は
な
か
っ
た
。
ハ
ル
ピ
ン
を

守
る
た
め
汽
車
で
ハ
ル
ピ
ン
へ
向
か
う
。
一
つ
手
前
の
駅

で
八
月
十
五
日
終
戦
と
な
る
、
そ
こ
で
武
装
解
除
。 

 

ハ
ル
ピ
ン
よ
り
汽
車
と
徒
歩
に
て
海
林
へ
。
途
中
避
難

の
婦
女
子
の
校
庭
に
居
る
を
見
る
が
、
ど
う
す
る
事
も
出

来
な
か
っ
た
。
ま
た
激
戦
の
後
を
歩
く
馬
、
人
の
倒
れ
て

い
る
の
を
見
る
。
悲
惨
こ
の
上
な
し
。
海
林
か
ら
牡
丹
江

へ
。
牡
丹
江
で
は
食
料
探
し
に
行
っ
た
時
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
を
包
ん
で
置
い
た
上
衣
を
取
ら
れ
、
「
こ
の
野
郎
」
と
追

い
か
け
た
ら
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
所
で
振
り
返
り
ざ
ま
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マ
ン
ド
リ
ン
を
六
発
発
射
さ
れ
る
。
足
も
と
一
メ
ー
ト
ル

ぐ
ら
い
の
所
だ
っ
た
。
手
を
挙
げ
る
と
そ
の
ま
ま
行
っ
て

し
ま
っ
た
。
ま
と
も
に
射
た
れ
た
ら
と
思
う
と
寒
気
が
し

た
。
ま
た
火
葬
場
の
前
を
通
っ
た
時
、
四
百
人
ぐ
ら
い
並

べ
た
死
人
が
あ
り
、
悲
し
い
。
こ
れ
が
戦
争
に
負
け
た
国

の
哀
れ
さ
か
。 

 

十
月
一
日
有
蓋
貨
車
、
中
は
二
階
に
な
っ
て
い
る
。
い

よ
い
よ
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
よ
り
日
本
へ
帰
れ
る
、
嬉
し

い
、
と
皆
喜
ん
だ
。
夜
中
に
国
境
を
越
え
、
朝
暗
い
中
に

駅
に
着
く
。
石
炭
と
水
を
積
む
た
め
の
停
車
だ
。
駅
員
が

来
た
の
で
汽
車
の
進
行
方
向
を
指
さ
し
ウ
ラ
ジ
オ
、
ウ
ラ

ジ
オ
と
叫
ぶ
。
駅
員
は
モ
ス
ク
ワ
、
モ
ス
ク
ワ
と
指
を
さ

す
。
こ
れ
は
騙
さ
れ
た
と
思
っ
た
が
仕
方
が
な
い
。
思
え

ば
武
装
解
除
の
後
、
上
官
が
日
本
へ
帰
れ
る
か
ら
逃
げ
る

な
よ
、
逃
げ
る
と
重
営
倉
だ
と
言
っ
た
の
は
、
一
人
で
も

多
く
シ
ベ
リ
ア
へ
送
る
た
め
だ
っ
た
事
が
や
っ
と
分
か
っ

た
。
北
へ
向
っ
て
走
る
中
、
濁
流
渦
巻
く
黒
龍
江
の
長
い

鉄
橋
を
渡
り
西
へ
西
へ
と
走
り
、
大
き
な
湖
に
出
る
。
バ

イ
カ
ル
湖
だ
。
湖
畔
に
停
車
す
る
と
湖
水
を
く
み
、
飲
み

水
と
す
る
。 

 

十
月
二
十
日
タ
イ
セ
ッ
ト
駅
に
着
き
下
車
、
す
ぐ
行
軍
。

三
日
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
百
二
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
の

板
塀
と
バ
ラ
線
の
二
重
の
囲
い
、
四
隅
に
望
楼
の
有
る
収

容
所
へ
入
る
。
前
か
ら
囚
人
を
入
れ
て
あ
っ
た
様
子
だ
っ

た
。
始
め
は
仕
事
は
少
な
く
、
氷
が
張
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
鉄
道
の
路
床
作
り
だ
。
湿
原
の
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
凍
っ

た
の
を
鶴
嘴
で
割
り
モ
ッ
コ
で
外
へ
運
び
出
す
重
労
働
だ
。

三
日
目
の
日
に
身
体
検
査
有
り
。
三
級
と
な
り
営
内
作
業

と
な
る
。
南
京
虫
と
虱
に
毎
夜
血
を
吸
わ
れ
、
食
べ
る
物

は
少
な
い
の
で
や
せ
て
当
た
り
前
。
三
級
に
な
っ
て
良
か

っ
た
。
営
内
掃
除
中
、
収
容
所
の
入
口
近
く
に
あ
る
小
屋

の
戸
が
開
い
て
い
た
の
で
中
を
見
た
ら
、
身
に
何
も
付
け

ず
褌
さ
え
も
付
け
な
い
裸
の
死
体
が
十
六
体
あ
り
、
何
と

も
仕
方
な
く
た
だ
合
掌
す
る
の
み
。 

 

そ
の
後
百
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
の
収
容
所
へ
移
さ
れ

る
。
そ
こ
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
三
級
者
が
集
め
ら
れ
た

所
だ
っ
た
。
チ
チ
ハ
ル
で
別
れ
た
静
岡
市
の
增
井
君
、
山

口
県
の
川
本
君
と
一
緒
の
班
に
な
り
色
々
の
仕
事
を
し
た
。 
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昭
和
二
十
一
年
一
月
十
日
、
便
所
へ
行
こ
う
と
外
へ
出

る
と
昨
日
ま
で
と
違
う
。
出
た
途
端
に
顔
が
痛
い
、
空
気

が
凍
っ
た
よ
う
な
感
じ
、
太
陽
は
ぼ
ん
や
り
。
ペ
ー
チ
カ

の
煙
突
の
煙
は
少
し
上
っ
た
所
か
ら
横
に
な
り
、
屋
根
に

沿
い
下
り
、
地
面
へ
付
い
た
所
で
消
え
て
い
る
。
動
き
は

全
く
な
く
静
か
だ
。
外
の
寒
暖
計
は
零
下
五
〇
度
。
下
を

指
す
目
盛
り
は
零
下
五
〇
度
ま
で
し
か
無
く
、
本
部
に
問

い
合
せ
た
ら
零
下
五
九
度
だ
そ
う
だ
。
十
日
間
続
い
た
。

零
下
四
〇
度
以
上
は
仕
事
は
休
み
だ
っ
た
が
便
所
へ
行
く

の
は
命
が
け
だ
っ
た
。 

 

辛
か
っ
た
事
は
、
毎
日
の
点
呼
で
五
列
縦
隊
に
並
ん
で

数
え
る
の
に
何
回
数
え
て
も
数
が
分
か
ら
な
い
ら
し
く
、

四
十
分
も
五
十
分
も
か
か
る
の
で
、
寒
い
時
は
足
踏
み
と

手
揉
み
を
し
て
い
な
い
と
凍
傷
に
な
る
の
で
辛
か
っ
た
。

六
月
に
な
り
木
の
芽
も
膨
ら
み
青
葉
が
出
始
め
る
と
、
白

樺
の
幹
に
Ｖ
字
の
傷
を
付
け
て
樹
液
を
取
り
飲
ん
だ
。
夏

に
な
る
と
ロ
シ
ア
鎌
で
草
刈
り
作
業
に
行
く
。
ブ
ヨ
が
多

く
て
、
頭
か
ら
目
の
所
だ
け
蚊
帳
で
見
え
る
よ
う
に
し
た

頭
巾
を
被
り
草
を
刈
る
。
食
事
の
時
に
は
困
っ
た
。
北
海

道
出
身
者
が
い
て
、
こ
れ
は
ア
イ
ヌ
葱
だ
と
教
え
ら
れ
、

取
っ
て
食
べ
た
。
食
べ
な
か
っ
た
者
に
臭
い
臭
い
と
言
わ

れ
困
っ
た
。
小
指
の
頭
ぐ
ら
い
の
小
さ
い
百
合
の
根
も
掘

っ
て
食
べ
た
。
毎
日
の
食
事
は
少
な
い
の
で
少
し
は
役
に

立
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

八
月
、
収
容
所
を
出
て
三
十
人
で
三
十
日
間
、
草
原
に

草
屋
根
の
小
屋
を
作
り
、
草
刈
り
に
行
っ
た
。
休
日
に
食

べ
物
探
し
に
行
っ
た
時
、
黄
色
の
木
苺
が
あ
り
沢
山
食
べ
、

飯
盒
に
一
杯
取
っ
て
帰
り
皆
に
分
け
た
。
ま
た
茸
も
赤
や

青
、
色
々
あ
り
、
ロ
シ
ア
人
は
木
に
生
え
た
茸
は
食
べ
な

い
事
も
分
か
っ
た
。
草
刈
り
作
業
が
一
番
良
か
っ
た
。
草

刈
り
が
終
り
線
路
の
枕
木
切
り
の
仕
事
と
な
る
。
作
業
場

の
近
く
の
小
山
に
四
十
余
り
の
十
字
架
が
あ
る
。
仲
間
が

死
亡
し
埋
め
ら
れ
た
も
の
だ
。
合
掌
。 

 

二
十
二
年
三
月
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
丸
太
を
降
ろ
す
仕
事

中
に
丸
太
に
右
足
首
を
挟
ま
れ
三
級
と
な
り
、
営
内
作
業

と
な
る
。
そ
の
内
、
別
の
収
容
所
へ
移
送
さ
れ
た
。
そ
の

頃
、
前
に
居
た
収
容
所
の
伐
採
中
隊
六
十
人
が
茸
を
食
べ

全
員
が
食
中
毒
に
な
り
病
院
へ
。
そ
の
中
の
二
十
人
が
死
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亡
し
、
二
十
人
ま
で
ダ
モ
イ
名
簿
を
書
い
た
時
、
こ
の
人

達
は
食
中
毒
だ
か
ら
治
れ
ば
仕
事
が
出
来
る
と
二
十
人
は

残
さ
れ
た
。
二
十
人
の
ダ
モ
イ
組
は
私
等
と
一
緒
に
復
員

し
た
。 

 

七
月
一
日
、
ナ
ホ
ト
カ
着
。
六
日
、
永
禄
丸
乗
船
。
十

日
、
舞
鶴
に
上
陸
。
十
五
日
昼
過
ぎ
、
自
宅
に
帰
る
。 

 

シ
ベ
リ
ア
で
死
ん
だ
同
胞
の
冥
福
を
祈
り
、
一
日
も
早

く
遺
骨
の
収
集
、
帰
国
を
願
い
、
筆
を
お
き
ま
す
。 

 

【
執
筆
者
の
紹
介
】 

生
年
月
日 

 

大
正
十
五
年
十
一
月
十
五
日 

学 

歴 
 

 

富
士
郡
富
士
根
村
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業 

職 

歴 
 

 

農
業 

家
族
構
成 

 

母
（
死
） 

妻
（
死
） 

長
男
、
長
男
嫁
、

孫
、
妹 

軍 

歴 
 
 

昭
和
二
十
年
二
月
二
日 

旧
満
州
山
神
府

二
六
九
連
隊
入
隊 

終
戦
に
到
る 

終
戦
抑
留
歴 

タ
イ
セ
ッ
ト
百
二
十
四
キ
ロ
一
〇
七
地
点

の
収
容
所 

復
員
日 
 
 

昭
和
二
十
二
年
七
月
舞
鶴
上
陸 

復
員
後
の
職
業 

農
業
～
洋
服
店
経
営 

 

（
静
岡
県 

熊
谷 
精
一
） 

 


